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第3回新潟外科系領域

パJfオメディカル研究会

牛後(川寺-と日時

会 場 新潟ダラyドホテル

3階 悠久の閣

一 般 演 題

I.1泌F,R器科敵城におけるInL)tこ州iL･St-(､nt
(･T_)使用
･-･･-特に再発性尿道狭窄にkl､ナするwilで

筒井 寿基･武円 正之
高橋 等･郷 秀人
水滞 隆樹･吊崎 降
佐藤昭太郎 欄T･潟大学泌尿器科1

症例l:{)1歳,男性.左官業.1～)i)(1牛と日.J外傷性尿

道球部損傷に対して内視鏡的吠道再建術中受けたが.術

後尿道狭窄を発現IL.内尿道切開術を二日叶受けた.そ(7)

後も尿道狭窄を来し,l～対1年～目上八日~卜吠道べ′トーン払

張術後.透視下て･11二･'L‖rL-1∴製 ≠TirL､lllt-SllStt,nt

LSt_l･(I-kげStL!1-111封部首した.1引j衡･f)抹道造酢亡.<tt,=t

内視鏡的に抜去し.内尿道切開術-,1'(ト､た後.st(mt;:':･

軒留粧しIfJ_.術後ハ排煉状態は良好で;いl,:3週間後し'1

尿道鏡検査でしたsIHltは:1t分に拡張し.stL,tllFJ購乍側

-ハ昧遣粘膜t′Tl披将が認人へ払.木上.1肘1).Lr.ifl初(t棚l三

尿困難を認めず蒋狭窄を来したためパル-ソ拡張鮪を施

行し.1､人後経過良好で基ノtl.

補喝の実験的研笥三

大和 靖･広野 達葦
相馬 孝博･吉谷 充雄
中山 健司･土Iii止Eilj
江口 昭治 を新潟東学第二外科)

･く･ゝ,-･f一補職Lr羊軽験的研究を千十､た.Mこu･lt_,xIm1Stl車独

では腺癌形成,肉芽形成を高率をこ認めた.大網被覆の餅

欄をこより,感簸防御及び肉芽形成阻止効果が認められた

那,上皮化は不十分であった.粛茎腐画餅紫を併欄し,

腹直筋鞘前車でパッチの内腔面を摩った群では労肉芽や

腺癌形成屯ほとんど認められず,止庶化も良好であった.

上皮化は,まず偏平上皮で覆われ筆洗をこ線毛細胞で覆わ

が増殖し.IllぐSh十組織詳 イ恒主上 擬症反応は持上/i

L皇認人～〕(I/IL:i.;;']-､た.MこIrl(､＼IllL､Sh十行_捌鋸摘/JFfi升ハ

餅欄は,臨床応欄も扇"I健な宥済な方法と思われる世

封 頭蓋形成術後硬膜外膿轟を繰り返した症例

::p∴~)を用いた里媒酌

亘理 忠･武田 憲夫
∈雷畿 諸 研究所き

今回我Jzは脳腫暗摘t_t描i後に硬膜外膜将を牛Ll.減益

形成術後払硬膜外凝虜の再燃をくりかえした症例をこハイ

燃を魔ていなも､症例を経験したのでその概要を述べた書

さらをこ従来よく済いられるポl]メチルメタクリレ-卜と

比較検討し報告した.

に比して周囲組織に対､~i∵二､刺激が′恒ト∴ rttlitY､llmPi･lti-

hil恒T.i)iostこlt)il恒･に･t､纏.[ミてい-:工′J.人L,:糾仁反応も少

く.結果!ニトこ感染,が1'LT/に､∴､.し:考:::_j-畑上 従-､工.

術後硬膜外腺癌を生じた症例をこ対せる頭蓋形成解職際予

ヤイトに特~f汗)もハて.し三一･L)強いrusiotlを得:::､こ]Iが

-.でき-pナ工 .-リj.PhstiL･巾V∴難点七十付目Li.症例に応ttL

い､.て佃に比較ドニエi潤想∴二鳥トづ■F号 考1∵こいそこ).
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若年女性や挙児希望のある婦太をこ開腐手術を行う際に

は.虹や性温f巨＼LT湖Li魔が必要でネ上 最近ては特に術

後の癒藩防止が塵要と考えられている弔

当村.でく二日tf午よ再T-筆性温存手術∴牛｢邪再組織接着剤

であるペリブラス拒野を爵娼部止血と縫合部癒斎防止の目

:I:i.

症例は原発性不妊症症例で子宮厳膿が原因と考えられ

筋腫核出術を施行した望例芳単頚双角子宮で2回流産反

復しJ'･宮頼武術しーく卜∴い~く一､･二T-術､圭子ト､たl例.侵

Å性胞状奇胎のため予審鷹層部骨切除を行った且例,チ

宮外経奴で卵管間質部壌除術施行した且例の5例である功



学 会 記 事

現在のと£ろ観察期間は術後最長2年であるが妊娠し

たものは且例であり,術後の予雷管造影検査ではいずれ

魁明らかな癒着を認めず卵管の通過性良好で経撃性温存

の目的から十分着周と考えられた8

5)頭蓋底骨折をこよる骨欠損をこ対するポ--ソセ

望志 堀慧ゆ須田 剛(雷畿 競 菓病院)
外傷性髄液鼻漏の整復術をこ-イドロキシアパタイト

(求-ソセラふ⑧㌘)とブイプリソ弼 くべuブラスト@㌘)

を周いて骨免損の整復を行い,その簡便性と有用性が示

醸されたので報告する.症例は且8歳,女性8交通事故に

て前頭部を強打する.左前額部に開放性陥没骨折を認めき

また頭蓋内に多数のガラス片の蔑見を認めた.緊急にデ

ブリードマソとガラス片の除去を行ったが,且カ月後に

髄液鼻漏が出現した.頭部断層撮影では左前頭蓋底をこ骨

欠損を思わせる骨折が2カ所認められた｡抗生剤を2滴

閣授与した後夕左前頭開頭をこて髄液漏の整復術を行った良

友前頭蓋底をこぼ2カ所∴約2cm径の骨欠損が認めら

れそこより線滅脳が副鼻腔内に駿頓していた甲駿頓した

脳組織を切離した後,硬膜外より償tj頭筋膜を周も､て硬膜

欠損を惨擬し,骨髭損は涙塑及び丸型のポ-ソセラム@p

とペリブラスト藤野を履いて整復した甘術後芝草半を

経過しているが,髄液鼻漏の再発は見られていない｡

6)最近,当科で行っている生体 (適合性)材
料を涌いた呼吸器外科における新しい3つ
の方法の紹介

注す氾 明妙建部 群を慧品 慧盈 宗)
1中転移性肺藤癌で多数回の開胸が予想される症紬こ

いた開胸部位の癒着予防.

諾｡肺全摘除襖の気管支療予防のためのp且e速琵et補
強器機縫合ジン

3中左上葵城陰線の下葉窺管支変形予防のための擬家

肋軟骨を周いた下葉気管寛軟骨輪固定術も

以上の3つの方法についてその意義と具体的手技,級

験例を紹合,酢告した.
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II. 特 別 講 演

｢生体接着剤の開発と臨床応胤

大阪医科大学脳神経叶村数撞

太 什f富 雄先牛

第22回新潟脳神経外科懇話会

日 時 平成I-1午(うll27卜1月,_1

午前11畔-牛後ご日時1什分

会 場 新潟大学医学部

第Ll講風室

- 般 演 題

1)脳血管撮影と,出血源の同定が不可能であっ
た蜘駐膜下出血の手術経験

高井 信行車江塚 頗
松村醒 -fll;･小田 混(霊畿 発露院∋

臨床症状およびCT所見から職動脈痛破裂をこよる蜘

腹膜下出血が疑われたをこ屯拘らず,脳血管撮影では出血

源を同定できなかった3例に対して手術を行った血その

結果全判に破裂動_q和音廿認itlL1__1P1-)1N(1㌢ナ上､た.

1例はl(_'後面亡二'7八･~1Ⅰ(:1く()JINlこしTlくYSM.他しり1)例は

原らの剖検例も含めた報告によ紬君,蜘煤 下出血の朗｡8

%が破裂脳動脈癖による屯のであり,原因不明のものは

僅か1言0(､に過ぎ左か--､た_.己:言:,.T･後日唱しては,い

ぼ概ね良好であると言われ/ているが,軽症のSAHが

勢いであろう寮は想像に難くない｡一風 保存的治療に

より社会復帰して屯心因性と思われる慢性の頭痛ヲめま

い感あるいは易疲労性などの不快な症状が50-70%をこ認

ポ)られるという報告もある8従ってラ動脈感の就農機序

LL.卜･-1lt''両 ∴ゝし 可能二限;1ドltlh.l一:lR11に魁偉した

方がよいと考えるF

我′',-は.111(lL.lNl(i:lLに]L)(Tl､におい二もSAH

認め (A抑 /扮郎 射解剖学的に開山部位をこ再出鹿を繰

り返す鳴禽をこぼ積極的をこ手術を行う方針である書




